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平成 30 年度 環境技術実証事業 自然地域トイレし尿処理技術分野 

第 2 回技術実証検討会 ［議事要旨］ 

日時 平成 30 年 8 月 21 日(火)	 10：00～12：00	

場所 港区生涯学習センター（ばるーん）303 学習室	

出席者 ■技術実証検討委員	

河村	 清史	 元	埼玉大学大学院理工学研究科	教授	

木村	 茂雄	 神奈川工科大学機械工学科	教授	

桜井	 敏郎	 (公社)神奈川県生活水保全協会	理事	

	

■環境省	

藤井	 好太郎	 自然環境局	自然環境整備課	課長補佐	

立岩	 久松	 	 自然環境局	国立公園課	課長補佐	

棚原	 宣継	 自然環境局	自然環境整備課	施設専門官	

	

■実証運営機関	

星野	 ちさと	 一般社団法人産業環境管理協会	

	

■実証機関	 （特定非営利活動法人日本トイレ研究所）	

上	 幸雄、	 松本	 彰人	

申請者 株式会社栃木日化サービス	 岩井	 満	

議事 １．実証申請書の確認	 ＜非公開＞	

２．平成３０年度	 年間スケジュールの確認	 ＜非公開＞	

配布資料 資料１	 	 	 	 	 第 1 回技術実証検討会	 議事要旨（案）	 ＜非公開＞	

資料２	 	 実証申請書(修正版)	栃木日化サービス株式会社＜非公開＞	

資料３	 	 	 	 	 年間スケジュール＜非公開＞	

公開/非公開 議事は非公開で行われた	
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[議事要旨] 

○開会（非公開）<資料 1＞ 

開会に先立ち、第１回検討会の内容の再確認と、申請者の１つである大央電設工業株式会社の申請

取りやめを報告した。 
 

＜大央電設工業株式会社申請取りやめの報告＞ 

本年度の実証試験実施準備までに、本事業の申請にあたって必要な要件を満たすに至らなかったこ

とから採用が難しく、検討会を前に申請の取りやめという顛末に至った。 

 
 
○議事 1 実証申請書の確認（非公開）<資料 2>。 

申請者である株式会社栃木日化サービスより申請書類<参加資料２>の確認を行なった。 
本検討会で申請者と技術内容について協議し、最終的に申請技術の採用が決定した。	

本検討会の内容を踏まえ、実証試験計画書を実証機関と調査・分析機関で作成することとなった。	

 
○	その他 

＜今後の日程について＞ 

第３回検討会を９月上旬に実施する。また、検討会の回数を年５回から年６回に変更とすることを

報告。 
 

以上 


